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南宋袁甫の「朱陸張呂折衷」論：「鄞県学乾淳四先生祠記」精読
Zhu-Lu-Zhang-Lü Eclectic Philosophy in Yuan Fu’s Thought:







































（１）楊朝亮点校、商務印書館、2016 年 12 月。
（２）拙稿「南宋包恢の陸九淵評価　「象山先生年譜序」（他二篇）精読」（『実践女子
大学 CLEIP ジャーナル』4、2018 年 3 月）、「南宋包恢の陸九淵評価　「旌表陸氏
門記」精読」（『実践女子大学 CLEIP ジャーナル』5、2019 年 3 月）。
（３）そのほか包恢については、拙稿「南宋包恢の「朱陸折衷」論」（『新しい漢字漢文教育』
65、2017 年 11 月）、「南宋包恢の陸九淵評価　「三陸先生祠堂記」精読」上（『実
践女子大学人間社会学部紀要』14、2018 年 3 月）、同下（『実践女子大学人間社
会学部紀要』15、2019 年 3 月）などがある。袁甫については、拙稿「南宋袁甫の「朱
陸折衷」論」（『日本儒教学会報』3、2019 年 1 月）を参照。さらに当時の「朱陸折衷」
論者の動向については、拙稿「南宋銭時思想再考　「礼」と「自得」をめぐって」
（『朱子学とその展開　土田健次郎教授退職記念論集』、汲古書院、2020 年 2 月）や、 
「南宋後期の陸学について　包恢、袁甫、銭時を中心に」（『学習院大学文学部研
究年報』66、2020 年 3 月）なども見られたい。
２．「鄞県学乾淳四先生祠記」精読
【凡例】




・『宋元学案補遺』（中華書局、2012 年 1 月）巻 75 所収の「鄞県学乾淳四先生祠記」
なお校異においては、それぞれ「集成本」、「学案補遺」の略称を使用した。
・解釈には、『全宋文』巻 7440（上海辞書出版社・安徽教育出版社、2006 年 8 月／第 324 冊・















































慶暦 7 年（1047）、王安石（荊公、1021 ～ 1086）が知鄞県の任に就くと、積極的
に明州の在野士人を登用して、その隆興の一助となった。それから大観 3 年（1109）、
県学は西南に移されたが、建炎 4 年（1130）、戦禍に遭って消失してしまった。以
上については、近藤一成氏『宋代中国科挙社会の研究』（汲古書院、2009 年 2 月／
196 ～ 199 頁）に詳細である。
（２）呂君康年…呂康年、江西婺源の人。呂祖謙（東莱、1137 ～ 1181）の猶子で、嘉
定 7 年（1214）の進士（袁甫と同年）。『宋元学案』巻 51 に伝が立てられるほか、
『宋人伝記資料索引』（2・1217 頁）、『宋登科記考』（下・1315 頁）などを参照。嘉
定 13 年 (1220)、呂康年は鄞県の主簿となり、ときの宰相である史弥遠（1164 ～
1233、浙江鄞県の人）に鄞県学の再建を申し出たという。以上、陳莉萍・陳小亮氏『宋
元時期四明袁氏宗族研究』（浙江大学出版社、2012 年 7 月／ 31 ～ 32 頁）を参照。
（３）趙君希聖…趙希聖、浙江黄厳の人。嘉熙 2 年（1238）の進士。李之亮氏『宋両浙



















0 0 0 0 0 0
〔二
水 此の州を経て海に入るは、朝するに似たる有り、百川 海を以て宗と為す〕」（『十三
経注疏整理本』、北京大学出版社、2001 年 12 月／ 2・176 頁）とある。また楊雄『法言』
学行に「百川学海
0 0 0 0
、而至于海
0 0 0 0
、丘陵学山、不至于山〔百川 海に学びて、海に至るも、


















0 0 0 0
」〔温
公の言、桑麻穀粟の如し〕（中華書局、1994 年 3 月／ 8・3207 頁）とあり、龍文玲


























































（９）一是之地…もと陸九淵のことば。淳熙 15 年（1188）から翌 16 年にかけて、周敦
頤『太極図説』をめぐる、いわゆる「無極太極」論争において、陸九淵が朱熹に
宛てた書簡の中に見える。『象山全集』巻 2、「与朱元晦」2（『陸九淵集』、中華書局、






















0 0 0 0
。儀刑文王、万邦作孚〔上天の載、無声無臭。文王に儀刑して、
万邦孚を作さん〕」とあり、また『中庸』に「詩曰……上天之載
0 0 0 0
、無声無臭


















































（１）吉田公平氏『陸象山と王陽明』（研文出版、1990 年 1 月）、Ⅱ「陸象山」。また福
谷彬氏『南宋道学の展開』（京都大学学術出版会、2019 年 3 月）における一連の
議論を参照。
Abstract
Yuan Fu 袁甫 in the Nan-Song 南宋 Dynasty is famous as a Zhu-Lu 朱陸 eclectic 
philosopher. This paper focused on his writing: Yin Xianxue Qian-Chun Sixiansheng 
Ciji 鄞縣學乾淳四先生祠記 which referred to Zhu-Lu-Zhang-Lü 朱陸張呂 ’s thought, 
and investigated Yuan Fu’s Zhu-Lu-Zhang-Lü eclectic philosophy. 
